























































































































































































































































































































































































































































































	C120/C500ユーザーズマニュアル プログラミング編
	はじめに
	安全上のご注意
	使用上のお願い
	正しい使い方
	参照マニュアル一覧
	マニュアル改訂履歴

	目次
	第1章 システム構成
	1-1 C120のシステム構成
	1-2 C500のシステム構成
	1-3 C120/C500をサポートする周辺ツール

	第2章 プログラミングを開始する前の準備
	2-1 システム設計から運転までの手順
	2-2 C120のメモリについて
	2-3 C500のメモリユニットについて

	第3章 リレー番号の割付方法
	3-1 C120の入出力チャネル番号の割付方法
	3-2 C500の入出力チャネル番号の割付方法
	3-3 リレー番号一覧
	3-4 入出力リレー
	3-5 内部補助リレー
	3-6 特殊補助リレー
	3-7 一時記憶リレー(TR)
	3-8 保持リレー(HR)
	3-9 リンクリレー(LR)
	3-10 タイマ/カウンタ（TIM/CNT）
	3-11 データメモリ(DM)

	第4章 命令語
	4-1 プログラムと命令語の考え方
	4-2 命令語の機能分類一覧
	4-3 命令語一覧
	4-4 特殊補助リレーと命令語の関係
	4-5 ロード(LD)/アンド(AND)/オア(OR)/出力(OUT)/エンド(END) END(01)
	4-6 アンド・ロード(AND・LD)/オア・ロード(OR・LD)
	4-7 プログラムの作り方
	4-8 立上り微分(DIFU)/立下り微分(DIFD) DIFU(13)/DIFD(14)
	4-9 一時記憶リレー（TR)
	4-10 キープ(KEEP) KEEP(11)
	4-11 インターロック(IL),インターロッククリア(ILC) IL(02)/ILC(03)
	4-12 ジャンプ(JMP)/ジャンプエンド(JME) JMP(04)/JME(05)
	4-13 タイマ（TIM）
	4-14 高速タイマ（TIMH） TIMH（15)
	4-15 カウンタ(CNT) CNT
	4-16 可逆カウンタ(CNTR) CNTR(12) 
	4-17 タイマ/カウンタ命令の応用
	4-18 ノップ(NOP) NOP(00)
	4-19 シフトレジスタ(SFT) SFT(10)
	4-20 左右シフトレジスタ FUN84
	4-21 1ビット左シフト(ASL) ASL(25)
	4-22 1ビット右シフト(ASR) ASRL(26)
	4-23 1ビット左回転 (ROL) ROL(27)
	4-24 1ビット右回転 (ROR) ROR(28)
	4-25 1桁左シフト(SLD) SLD(74)
	4-26 1桁右シフト(SRD) SRD(75)
	4-27 ワードシフト(WSFT) WSFT(16)
	4-28 転送(MOV)/否定転送(MVN) MOV(21)/MVN(22)
	4-29 ブロック設定 FUN71
	4-30 ブロック転送 FUN70
	4-31 ビット転送 FUN82
	4-32 ディジット転送 FUN83
	4-33 データ交換 FUN73
	4-34 データ分配 FUN80
	4-35 データ抽出 FUN81
	4-36 比較(CMP) CMP(20)
	4-37 テーブル一致 FUN85
	4-38 BCD→BIN変換(BIN) BIN(23)
	4-39 BIN→BCD変換(BCD) BCD(24)
	4-40 4→16デコーダ FUN76
	4-41 16→4エンコーダ FUN77
	4-42 7セグメントデコーダ FUN78
	4-43 インクリメント(INC) INC(38)
	4-44 デクリメント(DEC) DEC(39)
	4-45 セットキャリー(STC)/クリアキャリー(CLC) STC(40)/CLC(41)
	4-46 BCD加算(ADD) ADD(30)
	4-47 BCD減算(SUB) SUB(31)
	4-48 BCD乗算(MUL) MUL(32)
	4-49 BCD除算(DIV) DIV(33) 
	4-50 浮動小数点除算(FDIV) FUN79
	4-51 平方根(ROOT） FUN72
	4-52 転送、比較、BCD演算命令を使用した応用例
	4-53 ビット反転(COM) COM(29)
	4-54 ワード論理積(ANDW) ANDW(34)
	4-55 ワード論理和(ORW) ORW(35)
	4-56 ワード排他的論理和(XORW) XORW(36)
	4-57 ワード排他的論理和否定(XNRW) XNRW(37)
	4-58 故障診断(FAL/FALS) FAL(06)/FALS(07)
	4-59 ウォッチドタイマリフレッシュ(WDT) FUN94
	4-60 I/-Oリフレッシュ(IORF) FUN97
	4-61 インテリジェントI/O書込(WRIT) FUN87
	4-62 インテリジェントI/O読出(READ) FUN88
	4-63 SYSNET送信 FUN90
	4-64 SYSNET受信 FUN98
	4-65 SYSNET送信/受信命令について

	第5章 サイクルタイムと入出力応答時間
	5-1 PCの動作フロー
	5-2 サイクルタイムとは
	5-3 命令実行時間
	5-4 サイクルタイムの計算例
	5-5 PCの入出力応答時間の計算例

	第6章 プログラミングコンソールの使い方
	6-1 プログラミングコンソールについて
	6-2 PC本体の動作モードについて
	6-3 初めて通電されるとき
	6-4 プログラミング開始の前に
	6-5 プログラミングコンソールの操作一覧
	6-6 プログラムのオールクリア
	6-7 I/Oテーブル作成
	6-8 I/Oテーブル照合
	6-9 I/Oテーブル読出
	6-10 I/Oテーブル転送
	6-11 異常読出/解除
	6-12 アドレス設定
	6-13 プログラム書込
	6-14 プログラム読出
	6-15 命令語検索
	6-16 リレー接点検索
	6-17 命令語挿入
	6-18 命令語削除
	6-19 プログラムチェック
	6-20 サイクルタイム読出
	6-21 導通モニタ
	6-22 I/Oモニタ
	6-23 I/O多点モニタ
	6-24 チャネルモニタ
	6-25 強制セット/リセット
	6-26 現在値変更1(16進数4桁、10進数4桁の変更)
	6-27 現在値変更2(2進数16桁の変更)
	6-28 タイマ/カウンタ設定値変更

	第7章 エラーとその処置
	第8章 周辺ツールの使い方(プログラミングコンソール以外)
	8-1 カセットテープレコーダ
	8-2 P-ROMライタ
	8-3 フロッピーディスク装置
	8-4 プリンタ/X-Yプロッタ
	8-5 グラフィックプログラミングコンソール(GPC)
	8-6 ファクトリインテリジェントターミナル
	8-7 周辺ツールの外形寸法と質量

	SYSMAC I/O割付表
	SYSMAC CODING SHEET
	SYSMAC 故障診断FALNo.リスト
	生産中止(予定)機種一覧
	保証内容
	FAシステム機器に関する技術のお問合せ先



